
②将来の変化に対応するための建築的工夫の具体例

将来の変化に対応するための建築的工夫については，個々の附属病院の機能・役割により将来の変化への対応
方法は異なるため，人の配置や建設コスト等にも配慮しつつ，十分な検討が必要

ａ．全体計画

（計画面における工夫の例）
・ホスピタルストリート等のコアとなる部分と各部門との配置の関連性や拡張性を考慮した附属病院施設
マスタープラン及びその実行計画

・次期整備を見据え，将来のエクステンションスペース（拡張用地）として，ホスピタルパークや駐車場
等を一定量確保した計画

Ａ国立大学附属病院

現 状

将来計画
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（構造面における工夫の例）

・将来も変わらない構造体（スケルトン）と，取り替えたり更新したりすることができる内装や設備，間

仕切り壁等（インフィル）を分けて設計するスケルトンインフィルの考え方を導入した計画

Ｂ公立病院

免震構造の建物において，新築時から増築予定部分の荷重等を見込むことで，将来的な免震構造内増築
に対応した例

（国土交通大臣の認定に伴う性能評価の際，増築前後の各段階における評価をあらかじめ受けることに

より，変化への対応を効率的に行うことが可能）

新築時外観写真

救急外来施設増築時外観写真

リハビリ施設増築時外観写真

新築時２階平面図

新築時１階平面図

増築時１階平面図

増築時２階平面図
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（構造面における工夫の例）

・将来の設備配管ルートとして，「床下げ」や外部配管スペース（屋外ＰＳ）を配置した計画

Ｃ公立病院

将来的な改修などにおいて，配管を必要とする設備の設置及び移動等に伴う工事の影響を下階に及ぼさ
ないよう，「床下げ」を実施した例

平面図

断面図床下げ状況

（設備面における工夫の例）

・既存施設を使用しながら設備配管の設置や更新を行うことに配慮して，ＩＳＳを取り入れた計画

Ｄ国立大学附属病院

ＩＳＳの配置により，機器の増設や更新時に診療業務を継続して実施が可能になるとともに，作業中も
作業者と患者・医療従事者との交錯がなく安全に作業が行えるようになった例

ＩＳＳは，配管スペースとしてだけではなく，屋内空調機器等も設置し，点検通路と当該屋内空調機器
を設置する部分について限定的に床を設けるなど，設置コストや維持管理コストについて十分に検討を行
い設置（日常の点検が容易に行えるとともに、工事による既存の天井等の全面的な脱着も不要であり，費
用も抑えることが可能）

ＩＳＳの導入例

点検通路
仮想床面
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（計画面における工夫の例）

・医療制度の改革や将来における人口動態等を見据えた外来診療部門の計画

Ｅ私立大学付属病院

将来における需要の変化に対応するため，外来診察室の間仕切り壁に可動間仕切り（パーティション）
を採用することで，室の用途変更を容易にした例

処置室など 診察室 診察室

変
化
に

対
応

大部屋化 多室化

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

ｂ．部門計画

パーティション

（設備面における工夫の例）

・将来の改修による影響を極力抑えるため，配管や設備ダクトについて，部門内で完結できる計画

・ＰＳ等の設備配管スペースに，ある程度の増設スペースを確保した計画

Ｆ公立病院

空調設備の計画においては，建物全体の空調熱源を１か所に設置する中央式ではなく，空調熱源を分散
して設置する分散式を採用した例

具体的には，病棟各階の空調範囲を六つのゾーンに分け，各ゾーンごとにシャフト兼用の機械室を設け
て空調設備を設置し，各病室へはゾーンごとに設置した空調設備から熱源を供給することにより，中央式
による熱源の供給と比べ搬送エネルギーを抑制することなど，コスト面での削減が可能

また，将来の用途変更などに伴う工事を行う場合にも，ゾーン外への影響を抑えられ，工事中も改修範
囲以外での医療の継続が可能

各ゾーンに

機械室を配置

ゾーン範囲

将来における配管や設備機器などを更新する際に，ＰＳ等と倉庫を隣接配置し，エネルギーの供給を継
続しながら配管等の更新を可能とした例

平面図

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

パーティション

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
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（１２）事業実施に際し確認すべき事項の例
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（１３）今後の国立大学附属病院施設整備に関する検討会

今後の国立大学附属病院施設整備に関する検討について（設置要綱）

平成２４年１２月２８日

文教施設企画部長決定

平成２５年４月１日一部改訂

平成２５年１０月１日一部改訂

１ 趣旨

近年我が国における医学・医療を取り巻く環境は大きく変化しており，優れた医療人材の

養成や安心・安全で高度な医療の提供が急務の課題となる中，国立大学附属病院については，

その使命を，教育，診療，研究，地域貢献・社会貢献及び国際化の５本柱を新たに掲げ取り

組んでいる。

そのような中，現在，国立大学附属病院は，ほぼ全てにおいて再開発整備に着手しており，

既に再開発整備が完了した大学においては，高度先進医療の推進や病院機能の高度化などの

対応が求められ，次の大規模整備が必要となってきている。さらに，東日本大震災における

被害を踏まえ，災害時の医療拠点としての防災機能の充実強化等が必要である。

このような国立大学附属病院の状況と医療制度改革の動向等を踏まえ，今後の国立大学附

属病院の施設整備における留意すべき事項などについて検討する。

２ 検討事項

（１）これまでの国立大学附属病院再開発整備の成果と課題について

（２）国立大学附属病院を取り巻く情勢を踏まえた施設整備上の留意事項について

（３）その他

３ 実施方法

別紙の学識経験者等の協力を得て，２に掲げる事項について検討を行う。

４ 実施期間

平成２４年１２月２８日から平成２６年３月３１日までとする。

５ その他

この検討会に関する庶務は，大臣官房文教施設企画部計画課整備計画室において行う。
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文部科学省 高等教育局 国立大学法人支援課
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今後の国立大学附属病院施設整備に関する検討会
これまでの検討経過

第１回検討会 日 時：平成２５年２月６日（水）13：30～15：30
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：国立大学附属病院の現状と制度及び今後の方向性について

今後の国立大学附属病院施設整備に関する検討について 等

第２回検討会 日 時：平成２５年４月１７日（水）10：00～12：00
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：国立大学附属病院の再開発整備の成果と課題について

国立大学附属病院施設の現状と課題等について 等

第３回検討会 日 時：平成２５年５月２９日（水）10：00～12：00
場 所：東京医科歯科大学 １号館西９階 特別第１会議室
主な議題：建築的・経営的側面からの病院整備計画の考え方について

国立大学附属病院の施設整備を行う際の基本的な視点及び留意事項等につ
いて 等

【現地視察】 日時：平成２５年５月２９日（水）13:00～15:00
場所：東京医科歯科大学医学部附属病院

【現地視察】 日時：平成２５年６月２５日（火）14:00～16:00
場所：群馬大学医学部附属病院

第４回検討会 日 時：平成２５年７月３１日（水）16:00～18:00
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：骨子（案）検討，現地視察の報告 等

ワーキング 日 時：平成２５年７月３１日（水）18:00～19:00
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：骨子（案）検討 等

第５回検討会 日 時：平成２５年１０月２日（水）15:00～17:00
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：最終報告（素案）の検討 等

ワーキング 日 時：平成２５年１０月２日（水）17:00～18:00
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：最終報告（素案）の検討 等

第６回検討会 日 時：平成２５年１１月２８日（木）10:00～12:00
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：最終報告（案）の検討 等

ワーキング 日 時：平成２５年１１月２８日（木）13:00～15:00
場 所：文部科学省 第２会議室（旧庁舎２階）
主な議題：最終報告（案）の検討 等

第７回検討会 日 時：平成２６年１月２３日（木）15:30～17:30
場 所：学術総合センター ２階 中会議場１
主な議題：最終報告（案）の取りまとめ 等
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